
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
〇
月
二
六
日
に
召
集
さ
れ

た
第
二
〇
三
臨
時
国
会
は
、
四
一

日
間
の
会
期
を
終
え
一
二
月
五

日
に
閉
会
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
再
拡
大
し
雇

用
情
勢
も
悪
化
す
る
中
、
国
民
の

不
安
を
払
拭
し
う
る
十
分
な
対

策
が
施
さ
れ
な
い
ま
ま
閉
会
と

な
っ
た
。
今
国
会
は
菅
新
政
権
の

発
足
、
新
た
な
立
憲
民
主
党
・
国

民
民
主
党
の
結
党
後
初
の
国
会

と
し
て
、w

ith
/
a
fte

r

コ
ロ
ナ

へ
の
対
応
な
ど
短
期
・
中
長
期
の

課
題
に
関
す
る
本
格
論
戦
が
期

待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
党
首
討
論

も
開
催
さ
れ
な
い
な
ど
十
分
な

論
議
が
国
民
に
示
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
・
与
野
党
は
政
治
の
果
た
す

べ
き
役
割
を
強
く
自
覚
し
、
国
権

の
最
高
機
関
た
る
国
会
の
場
で

そ
の
責
務
を
全
う
す
べ
き
で
あ

る
。 所

信
表
明
演
説
で
菅
首
相
は

「
国
民
の
た
め
に
働
く
内
閣
」
を
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う
、
戸
田
大
船
渡
市
長
を
は
じ
め

関
係
団
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
上
げ
て
紹
介
を
し
た
。 

議
案
審
議
で
は
、
連
合
岩
手
第

三
二
回
年
次
大
会
で
確
認
さ
れ

た
方
針
に
基
づ
き
、
「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
見
据
え

た
活
動
に
な
る
こ
と
を
想
定
し

た
中
間
年
の
具
体
的
な
運
動
方

針
と
し
て
①
組
織
拡
大
・
強
化
の

着
実
な
実
践
と
連
帯
活
動
の
推

進
、
②
政
策
の
実
現
、
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
、
労
働
条
件
の
改

善
、
③
多
様
性
の
尊
重
、
男
女
平

等
に
実
現
、
④
平
和
運
動
、
福
祉
、

社
会
貢
献
活
動
の
推
進
、
⑤
政
策

実
現
に
向
け
た
政
治
活
動
の
推

進
を
掲
げ
、
予
算
の
運
営
上
、
見

送
り
と
す
る
事
業
等
の
提
起
が

あ
り
、
単
組
意
見
交
流
会
の
再

開
、
第
九
二
回
気
仙
地
区
メ
ー
デ

ー
の
五
月
一
日
開
催
、
気
仙
沼
地

協
を
含
め
た
近
郊
地
協
と
の
地

域
交
流
事
業
、
「
二
〇
二
一
新
春

旗
び
ら
き
」
の
中
止
な
ど
を
確
認

し
た
。
交
付
金
が
未
確
定
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
暫
定
の
二
〇

二
一
年
度
予
算
案
が
示
さ
れ
た
。 

最
後
に
、
梅
木
議
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
手
拍
子
で
お
こ
な

い
大
会
を
閉
じ
た
。 雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

年
次
大
会
に
は
、
役
員
一
四

名
、
代
議
員
三
八
名
（
内
委
任
七

名
）
が
出
席
し
た
。
議
長
団
に
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
佐
々
木
純
代
議
員
、 

岩
教
組
佐
藤
由
之
代
議
員
を
選

出
し
た
後
、
梅
木
傳
議
長
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
活

動
や
集
会
は
自
粛
が
求
め
ら
れ

る
、
新
た
な
時
代
の
活
動
、
情
報

共
有
の
あ
り
方
に
工
夫
が
必
要

と
な
り
創
意
工
夫
で
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
、
労
働
運
動
の
停
滞

や
後
退
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ

う
頑
張
ろ
う
」
と
訴
え
た
。 

鈴
木
圭
連
合
岩
手
会
長
代
行

か
ら
は
、
九
月
に
発
覚
し
た
不
正

経
理
事
案
を
捉
え
、
「
信
頼
を
大

き
く
失
墜
さ
せ
、
多
大
な
ご
心
配

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
っ
た
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

熊
谷
昭
浩
、
東
堅
市
大
船
渡
市

会
議
員
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
来
賓
の
縮
小
に
伴

残
暑
が
厳
し
か
っ
た
一
〇
月
前
半

を
過
ぎ
た
頃
か
ら
気
温
が
下
が
り
始

め
、
一
一
月
に
な
る
と
車
の
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
が
凍
っ
て
い
る
朝
も
珍
し

く
な
く
な
っ
て
き
た
。
私
は
一
関
市

室
根
町
に
住
ん
で
お
り
、
勤
務
地
で

あ
る
大
船
渡
市
と
は
気
温
が
お
よ
そ

五
度
程
度
低
い
。
一
一
月
と
も
な
る

と
、
う
ち
の
こ
の
時
期
の
風
物
詩
は

蜂
屋
柿
を
収
穫
し
て
作
る
干
し
柿
暖

簾
で
あ
る
。
そ
ん
な
に
数
多
く
は
作

ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
焼
酎
を
霧

吹
き
で
吹
き
か
け
な
が
ら
ひ
と
つ
ひ

と
つ
優
し
く
揉
む
作
業
は
、
昔
な
が

ら
の
先
人
の
知
恵
を
い
た
だ
い
て
い

る
よ
う
な
気
に
な
り
、
し
ば
し
コ
ロ

ナ
禍
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
癒
し
の

効
果
が
あ
る
。
岩
手
の
秋
の
風
が
と

て
も
心
地
よ
い
ひ
と
と
き
だ
。 

そ
の
一
方
で
、
僕
の
三
人
の
子
供

た
ち
は
首
都
東
京
で
慌
た
だ
し
く
奮

闘
中
で
あ
る
。
高
二
の
長
女
は
英
検

準
一
級
取
得
に
向
け
て
お
勉
強
。
中

二
の
長
男
は
サ
ッ
カ
ー
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
で
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
リ
ー
グ
に

参
戦
中
。
小
六
の
次
女
は
中
学
受
験

の
準
備
で
塾
通
い
の
日
々
だ
。
ゆ
る

や
か
な
室
根
の
風
を
よ
そ
に
、
子
供

た
ち
の
忙
し
な
い
毎
日
が
過
ぎ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
な
か
な
か
頻
繁

に
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
け
れ

ど
、
干
し
柿
を
作
り
な
が
ら
離
れ
て

暮
ら
す
子
供
た
ち
を
想
う
と
、
流
れ

て
い
る
時
間
の
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
に

時
々
頭
が
混
乱
し
て
く
る
。
加
え
て

今
年
は
そ
の
家
族
に
会
っ
て
良
い
の

か
ど
う
か
と
い
う
正
解
の
な
い
黙
考

が
混
乱
に
拍
車
を
か
け
る
。 

日
本
全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
検
査
陽
性
者
数
が
急
増
し
て
お

り
、
年
末
年
始
に
家
族
と
再
会
で
き

る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
現
状
、
今

作
っ
て
い
る
干
し
柿
が
上
手
に
で
き

た
ら
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ほ
う
れ
ん
草

や
ル
ッ
コ
ラ
な
ど
と
一
緒
に
送
っ
て

や
ろ
う
。
そ
れ
に
三
人
へ
の
受
験
用

問
題
集
を
同
封
す
る
か
ど
う
か
は
思

案
の
し
ど
こ
ろ
だ
。 

 

正
・
Ｋ 

標
榜
し
、
国
民
の
関
心
が
高
い

個
別
政
策
の
実
行
を
明
言
し
た

が
、
め
ざ
す
べ
き
社
会
像
の
提

起
は
も
と
よ
り
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
感
染

防
止
策
と
経
済
を
両
立
さ
せ
る

有
効
な
手
立
て
を
講
ず
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
日
本
学
術
会

議
の
任
命
問
題
や
「
桜
を
見
る

会
」
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
に
つ

い
て
も
説
明
責
任
が
十
分
に
果

た
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
国
民

の
政
治
不
信
を
払
拭
す
べ
く
対

応
を
求
め
る
。
ま
た
、
野
党
の

会
期
延
長
の
求
め
に
応
じ
な
か

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

審
議
の
即
応
性
や
活
性
化
の
観

点
か
ら
実
質
的
な
国
会
通
年
化

の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
お
り
、

国
会
に
お
け
る
早
期
の
検
討
が

求
め
ら
れ
る
。 

<

一
部
省
略> 

一
二
月
一
日
、
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
三
二
回
年
次
大
会
を
開
催
し
た
。
来

賓
に
は
連
合
岩
手
鈴
木
圭
会
長
代
行
、
今
春
の
大
船
渡
市
議
会
議
員
選
挙
で
再
選
し
た
推

薦
議
員
の
熊
谷
昭
浩
大
船
渡
市
議
、
東
堅
市
大
船
渡
市
議
に
出
席
い
た
だ
い
た
。
二
〇
二

〇
年
度
の
活
動
報
告
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
二
一
年
度
具
体
的
な
運
動
方
針(

案)

、

一
般
会
計
予
算(

案)

を
審
議
い
た
だ
き
、
提
案
通
り
採
択
が
さ
れ
た
。
年
次
大
会
参
加
者

は
、「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
災
難
を
乗
り
切
り
、
地
域
に
根
差
し
た
運
動
を
推
進
す
る
決
意
を
確
認
し
合
っ
た
。 

 

 
 

12 月 8 日、連合気仙青年委員会は、気仙教育
会館において、第 15 回年次総会を産別単組の代
議員の参加の基に開催をした。 

大会議長団には、ＵＡゼンセン新沼皓平代議員、
JEC 連合花崎尚代議員を選出、執行部を代表して
佐々木委員長は「幹事会が先頭を切って青年の豊
かな感性と行動力を生かした活動を精力的に取り
組んでいく」と訴えた。連合岩手青年委員会から
のメッセージの紹介後、白木澤事務局長提案の
2020 年度の活動報告、①社会参加活動、②学習
活動、③組織づくりと青年活動の活性化の 2021
年度具体的な活動方針を採択、役員変更を確認し
て下瀬川委員長のガンバロー(手拍子)で年次総会
を閉じた。 

 
コロナ禍等により開催が難しいた
め、2021 新春旗びらきは中止にし
ました。皆さまにおかれましては、 
穏やかな新年をお迎えください。 
 

◆連合気仙事務局の閉鎖◆ 

連合岩手の事務局休業に連動して、

事務局を閉鎖します。 

2020 年 12 月 29 日～ 
2021 年 1 月 4 日 

 

 

 

訴
え
て
い
く
。･

･
･

等
。 

事事務務局局長長  談談話話 

相相原原  康康伸伸 

 


